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（参考）販売実態調査の結果

令和2 年度 経済産業省委託産業保安等技術基準策定研究開発等事業（高圧ガス保安法関連製品販売実態・危険性等調査）
https://www.meti.go.jp/policy/safety_security/industrial_safety/sangyo/hipregas/files/20210726r2houkoku_youki_04.pdf

 令和2年12月22日から令和3年3月5日までの調査期間に合計53件の違反事例を動画投稿
サイト上で発見し、削除を要請。
・CB （カセットボンベ）缶からOD（アウトドア） 缶への移充塡を解説 42 件

・スクーバダイビング用タンクへの充塡 9 件

・ミドボンから家庭用炭酸水製造装置用ガスシリンダー用ボンベへの充塡 2 件

 令和3年1月19日から令和3年2月28日までの調査期間に合計2,144件の違法行為を惹起す
るおそれのある製品をEC サイト上で発見し、削除を要請。
①スクーバダイビング用タンク（容器検査未受検の疑いのあるもの）：358件

②高圧用のハンドポンプ（5MPaを超えて充塡可能なもの）：152件

③CO2（家庭用炭酸水製造装置用ガスシリンダーなど）の移充塡用アダプター・ホース：381件

④LPガス（カセットボンベなど）の移充塡用アダプター・ホース：1,253件

 なお、令和3年2月8日から令和3年2月28日までの間、リサイクルショップ、酒販店、家電量販店、
ダイビングショップ合計1000店舗に電話での聞き取り調査（637店舗から回答）を行ったところ、
違法性の疑われる①～④の製品の販売実績は確認できなかった。


